
熊本県町村議会広報研修会

２０２３年１１月９、１０日／越地真一郎

「少しは化けましたか!!」
～創意、熱意の取り組みに学ぶ～
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■前回タイトル（2021年）

「そろそろ化けませんか!!」
↓

「少しは化けましたか!!」

■「化ける」⇒変化、進化、深化

■討論型クリニック
・事前に広報を読んでコメント
・各町村の創意、工夫をわが広報に生かす

・「人のふり見て わがふり直せ」

タイトル メッセージ
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ウォーミングアップ 校正・校閲①

■どこがＮＧ？

・「Ｔシャツを買いに衣料品店に行った。

肌色のような優しい色合いのものが

欲しかったのだが、品ぞろえが多すぎ

て目移りしてしまった」

・「歓待の日本と距離間」
（トランプ大統領歴訪時の記事見出し）
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ウォーミングアップ 校正・校閲②

■

次
の
文
章
を
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み
、
誤
り
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正
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＝
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
「オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」
よ
り

ウ
イ
ル
ス
が
自
己
増
植
で
き
な
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こ
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は
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
て

て
い
る
。
生
物
の
細
胞
に
進
入
し
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そ
の
細
胞
に
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

情
報
を
転
写
す
る
こ
と
で
増
え
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の
だ
。
病
原
性
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

が
あ
る
一
方
で
、
宿
主
と
ウ
イ
ス

ル
の
双
方
に
役
す
る
賢
い
生
存
戦

略
を
取
る
場
合
も
あ
る
。
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「伝える」と「伝わる」は別

■自分には分かる 他人にも分かるか
⇓ ⇓

「伝える」 「伝わる」

■「災害情報はきちんと伝えました。

しかし…」（西日本豪雨時の防災担当職員）
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■記事の３要素

①見出し（ずばり要点）

↓

②リード（最初の段落＝記事の要約）

↓

③本文 （リードを具体的に説明）

■記事例（熊本日日新聞、2023年２月10日付）

「伝わる」ための新聞の工夫
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■３秒でネタバレ

■行き先の分からないバスには誰も乗らない

■記事は３回読まされる

・見出し⇒リード⇒本文

■功罪あり

・起承転結の味わい（コラムなど）

結論ファースト
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■結論だけで終わらない

・結論＋見通し

「全国町村議会議長会が公表した集計に

よると、昨年７月現在の町村議員数は１

万695人で、平均年齢は前年より０.４歳

高い65.２歳だった。女性の割合は０.４

㌽増の12.０％。／ 高齢男性中心の運営

に変化はなく、引き続き若手や女性の確

保が課題となっている」（熊日、2023年３月11日）

新聞のリード文の工夫①
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■結論＋理由＋見通し（リード３要素）

「政府は、国の基準より保育士を増やし

た保育所に対する運営費を加算し、支援

を強化する方針を決めた。／ 保育士の

業務負担を軽くする狙い。／ 保育士は

慢性的な人手不足となっており、人材

の獲得が課題になりそうだ」（2023.5.18日、熊日）

■３要素で言い尽くす

新聞のリード文の工夫②
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■リード文なし

■よくあるパターン

「３月定例会は…の10日間開催され、

令和５年度一般会計当初予算をはじめ

とする予算案件18件、条例等案件16件

…の合計48件の議案について、原案の

通り可決、または同意しました」

議会だよりのリード文①
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■ポイントを盛り込んだ例

「３月定例会は…の会期で開かれました。定

例会には…など議案26件が出され、原案通り

全員一致で可決しました。／ 水道料金の値

上げは平均26％の値上げとなり、下水道料

金の平均10％の値上げと併せ、生活に直接

影響する改定となりました」（山口県和木町131号）

↓ 見出し

水道料金の値上げ平均26％

議会だよりのリード文②
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「令和５年度当初予算案をはじめ３８議案を審

議し可決した。（略）。 ／ 一般会計当初予算総

額は７３億８百万円余で、災害対策事業が突出し

た前年度と比較すると１２.３％減額となっては

いるが、予算規模は平年並みである。新規事業を

４１事業（４億４千万円余）を計画しているもの

の、柱となる事業は乏しく、事業開拓に一層の努

力を期待したい。（略）。／ ～計画については大

胆かつ慎重に検討を重ね、実りのある事業に育て

てもらいたい」（島根県飯南町73号）

議会だよりのリード文③
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クリニック グループ分け

■第１
美里町、和水町、大津町、阿蘇市

■第２
小国町、津奈木町、錦町、あさぎり町、湯前町

■第３
南関町、長洲町、西原村、氷川町

■第４
南小国町、御船町、芦北町、五木村、苓北町
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■「読む」⇒「質す」⇒「生かす」
事前チェック 感想・意見 ヒントを得る

■項目を絞って質疑

・割愛のおわび

・辛口優先…「良薬は口に苦し」

・アンケート調査からも引用

予習、討論型
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■驚異の生成ＡＩ

・質問に対し、ネット上のデータを基に即回答

・文章作成、翻訳、読書感想文、詩、曲、絵…

・国会答弁

・「議会だよりへの助言」お願い

■議会だよりでも威力発揮

・質問文、答弁要約、視察報告、あいさつ文…

■一般論、無難な表現多い…自動ピアノ？

■ＡＩに勝つには…独自の視点、現場主義、具体性

ＡＩ対人間
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■質問（チャットGPT）

町議会議員です。議会活動を住民に周

知・理解してもらうための議会だよりを

つくっていますが、何をどう伝えればい

いか苦労しています。充実した議会広報

作成には何が必要か、200字程度でアド

バイスをお願いします。
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■答え

充実した議広報作成には、以下のポイントを意識す

ることが大切です。まず、わかりやすさと具体性が重

要です。専門用語や堅苦しい表現は避け、一般の住民

が理解しやすいように心掛けましょう。次に、具体的

な成果や取り組みを挙げ、どのように住民の生活や地

域に影響を与えるかを示すことで、関心を引きます。

さらに、ビジュアル要素やグラフを取り入れて情報を

視覚的に伝えると効果的です。そして、住民の声を取

り入れ、対話を促進する場を設けることで、参加意識

を高めることが大切です。最後に、定期的かつ適切な

タイミングで発行することで、住民とのコミュニケー

ションを密にしましょう。 19

全国上位議会に学ぶ

■第37回全国コンクール（2022年度） ①～④は総合順位

①最優秀賞 埼玉県寄居町（104号、20㌻）

②優秀賞 岩手県岩泉町（198号、24㌻）

③ 〃 福岡県大刀洗町（174号、24㌻）

④ 〃 山形県川西町（149号、36㌻）

■表紙

金賞 群馬県榛東村（98号、26㌻）

銀賞 広島県神石高原町（70号、24㌻）

銅賞 福島県大玉村（125号、18㌻）
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全国上位の共通点

■ほぼ常連

・住民とともに考える姿勢の徹底

・秀でた企画力、編集力

・議会広報の役割（存在感）発揮

・行政広報との差別化

・広聴の重視
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臨時号、速報発行

■臨時号＝広島県坂町議会

・議会アンケートで「関心の低さ」痛感

・町議選後、議員12人の顔と所信（４㌻）

・旬のテーマで非定期。学校デジタル特集も

・通常号も「戦争のように早く出す」

■速報＝島根県出雲市議会

・閉会後１週間で発行。２㌻。作成は事務局

・議案、請願、陳情の採決結果中心

・全戸でなく主要施設に４～５千部 25
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「学ぶ」＝「真似る」

■「学ぶ」の語源は「真似る」

■集中学習を

・全国上位、県内先進紙

・ヒント＋実情ふまえ工夫＝オリジナル
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広報作成のポイント

①先入観を捨てる

②企画、特集を重視

③議会の役割・存在感を発揮

④委員会の権限強化

⑤ＩＣＴ化など時流キャッチ

⑥絶えざる創意工夫

⑦第三者視点で大刷新
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アドバイザー導入（山形県川西町）
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住民を満足させられるか!!

■現状は“神業”

・原稿、見出し、写真…
・「表紙は議員撮影に限る」（〇県審査の旧規定）

■純血主義の長所、短所

■第三者視点も交え大化け
・行政もびっくり、緊張⇒活性化

■住民（読者）の期待に応える議会だよりに
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